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新年のごあいさつ 新年のごあいさつ 新年のごあいさつ 

福崎町長　　嶋 田 正 義 

福崎町議会議長　　志 水 正 幸　 

２ 

　新年あけましておめでとうございます。 
　町民の皆様におかれましては、希望に満ちた輝かしい新春をお迎えのこととお慶
び申し上げますとともに、日頃から議会活動に温かいご理解とご支援を賜り心から
感謝申し上げます。 
　日本の経済は景気が緩やかに回復しつつあるものの、中小企業の収益向上や町民
の生活水準が良くなったとの実感も乏しく、さらに、消費税率の引き上げやＴＰＰ
問題など、その行方は不安定な状況にあり、昨年は、期待と不安の入り交る一年で
あったような気がします。また、広島市や丹波市などで集中豪雨により甚大な被害
が発生しましたが、本町においては幸いにも大きな被害はなかったものの、改めて
町民の安全・安心な暮らしを守るための防災・減災対策の重要性を痛感しております。 

　町議会においても、議会改革の一環として、昨年11月に議会活動の状況を町民の皆様にお知らせし、町民の
方々と議員が直接意見交換を行う場として「議会報告会・意見交換会」を初めて開催いたしました。 
　皆様からいただいた貴重なご意見を今後の議会活動に活かし、町政に反映していきたいと思います。 
　さて、今後は人口減少社会への転換期を迎え、少子高齢化が益々進展するなど、地方自治体においても厳し
い財政状況であることから、既存の事務事業の見直しを行うなど、思い切った施策の選択と集中が求められて
います。 
　町議会といたしましても、議会の果たすべき役割と責任をさらに自覚し、継続的に議会改革を進め、「町民
とともに歩む議会」をめざし、町民の皆様の負託と期待に沿えるように力を注いでまいる所存であります。 
　新春に臨み、この一年が町民の皆様と福崎町にとりまして幸多く飛躍の年になりますことをご祈念申し上
げ、新年のご挨拶といたします。 
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　新年おめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。 
　今年は、広島・長崎に原爆が投下されて70年、終戦から70年の年です。反核と不
戦の誓いを新たにしました。 
　阪神・淡路大震災から20年が経過しました。予期しなかった大きな揺れに驚きま
した。地震の後で出火した火災の状況に胸を痛めました。防災・減災の備えをしっ
かりと行い、安全・安心の町づくりを進めなければなりません。 
　昨年の12月議会で福崎町第５次総合計画を決定しました。平成26年から36年まで
の町の方向を示す重要な計画です。近く概要版を印刷してお配りします。ご理解と
ご協力をお願いいたします。 
　全国的に人口は減少傾向です。福崎町も例外ではありませんが、10年後の人口も 

１９，５００人を維持する計画です。 
　タイトルは「活力にあふれ　風格のある　住みよいまち～住んで、学んで、働いて　未来につながる福崎～」
です。 
　待望久しかった福崎駅周辺整備に着手しました。計画区域の測量が終わり、用地購入の話し合いを進めてい
ます。 
　３月末までに、多目的のさるびあドーム、高岡幼児園、長野橋歩道橋が完成し、４月から利用していただきます。 
　柳田國男生家の近くの小さな池に２匹の河童が住むようになりました。大変な人気で、新聞、週刊誌、テレ
ビでも、全国的に発信されています。 
　今年は　川山の森に天狗が移住するらしいとの情報が寄せられています。大歓迎しようと思っています。 
　柳田國男兄弟が幼少のころ遊んだ　川の鈴ノ森神社と菅原道真を祀る北野の天満神社を結んで、学問成就の
道が完成しました。これからは進学進級のシーズンです。きっと賑わうことでしょう。 
　もち麦がβ－グルカンを多量に含有するビッグな食材とＮＨＫの放映があってから、健康と美容を望まれる
人からの注文が増えています。 
　今年も皆様とともに楽しい町づくりを進めていきたいと思っています。 
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すぐれた絵本は子どもたちの 

ものを見る目を養います。　 

開催日程　１月～３月（全３回） 

講師　姫路おはなしの会　小栗栖真弓さん 

　　※詳細、申込は図書館へ。 

絵本の読み聞かせ講座 

2月5日（第1木曜日）資料整理のため休館 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（１月１７日～２月７日） 

おはなし会 

1月17日（土） 
11：00～ 

おたのしみ会 
2月7日（土） 
14：00～ 

えほんのじかん 
2月4日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

1月24日（土） 
14：00～ 

「日本の昔ばなし　　 
　天狗の隠れみの　ほか」 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 

　22－1564 

一般書8冊　　児童書3冊 
「後妻業」　　　　　　　黒川　博行 

「笹の舟で海をわたる」　角田　光代 

３ 

図書館応援隊のグループを紹介します 

　町内だけにこだわらず、

広く日本の昔話を語って

くださいます。主に図書

館や町内のイベントで活

動されています。 

 

定例活動日　毎月第２・４木曜日 

　１１月２０日、兵庫

県公館で「第２０回兵

庫県統計大会」が開

かれ、黒田末子さん

と埴岡國利さんが、

兵庫県知事感謝状を

受けられました。 

　この感謝状は、統計調査員として、長年にわ

たり経済産業省所管の統計調査に従事され、活

躍された方に授与されます。 

　おめでとうございます。 

（企画財政課） 

　１１月１４日に行われた「全

国老人クラブ大会」で、優

良老人クラブ連合会として

福崎町老人クラブ連合会が

表彰されました。 

　福崎町老人クラブ連合会

は、各地域での環境美化活

動などをとおし、老人クラブが住民にとって身

近な団体となるよう尽力し、地域での老人クラ

ブの加入推進に努めています。 

　受賞おめでとうございます。 

（健康福祉課） 

●文化センター行事予定（1/20～2/19） 

神崎学園 
日時：１月２２日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　２月１２日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 

福寿学園 
日時：２月１２日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　２月１９日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

老人大学一般教養講座（公開講座） 
　日時：１月２２日（木）１３：２０～１５：００ 
　演題：「東洋医学の血・気・ツボ」 
　講師：東洋医学師　加茂田　喬 
※上記公開講座は一般の方も参加できます。 
　どうぞお越しください。 



★エルデホール催物のご案内★ 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【１月の休館日】１日～３日・８日・１３日・１５日・２２日・２９日 
　【２月の休館日】５日・１２日・１３日・１９日・２６日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

１月31日（土） 

■出演／ヤマモトダ（山本ひろみ・山田リョウタ） 

■開演／１３：３０（開場１３：００） 

■入場料／５００円（当日２００円増）【全席自由】 

☆ウクレレとガットギター、男女のハ

ーモニーが優しいアコースティックデ

ュオによるコンサート。落ち込んだ時

に元気と癒しを与えてくれた彼らの歌

声をみなさんに聴いていただきたいと

いう思いから実現した住民企画事業で

す。ほっこりあたたかい心休まる音楽

で憩いのひとときをお過ごしください！ 

1月の催し 

ヤマモトダコンサート 

チケット好評発売中！ 

４ 

　今年は町内３０ha以上に、もち麦生産組合が作付
しています。出穂から収穫まで、もち麦の生長記
録をお届けします。 

良質のもち麦を生産するためには、初期の良好な
生育が大切です。　　　　　　　　（農林振興課） 

種まきと発芽 

１１
月
中
旬
に
ま
い
た
種
は
、

２
週
間
ほ
ど
で
ツ
ン
ツ
ン
と

し
た
芽
が
出
て
き
ま
し
た
。 

（
１１
月
３０
日
撮
影
） 

種
ま
き
か
ら
１
か
月
ほ
ど
で

７
㎝
く
ら
い
の
高
さ
ま
で
生

長
し
ま
し
た
。 

（
１２
月
９
日
撮
影
） 

　コトコト煮こんで滋養たっぷり。もち麦のとろみが
温かさを逃さず、じんわりと体を温めます。 
 
≪材料≫（４人分） 
　　　もちむぎ精麦１合　　　　大根１／２本 
　　　とり手羽元８本　　　　　にんにく２かけ 
　　　しょうがスライス４枚　　水３ 
　　　鶏がらスープの素　小さじ２ 
　　長ねぎ１本 
　　松の実・クコの実　適宜 
　　塩・粗挽きこしょう　適宜 
 
≪作り方≫ 
①厚手の深鍋にＡを入れて中火にかけ、沸騰したら、
ふたをずらして１時間煮る。もち麦が鍋底につかな
いように、木べらでこそげるように混ぜる。水分が
蒸発したら、かぶるくらいの水を加える。 

②４０分煮たら４cmの長さに切った長ねぎ、松の実、
クコの実を加えて煮る。 

③器に盛り付け、塩と粗挽きこしょうを添え、好みで
味を調える。 

※これは、もち麦の可能性を考えるフォーラムpart２
（１１月２９日開催）もちむぎバイキング「もち麦ノ里
食堂」のメニューです。 

Ａ 

美容と健康に！ 
もち麦 
鶏のコラーゲン 
もち麦 
鶏のコラーゲン 

住民企画事業 

今
、
も
ち
麦
が
人
気
で
す
。 

食
物
繊
維
が
豊
富
に
と
れ
る 

優
れ
た
食
品
と
し
て
脚
光
を 

浴
び
て
い
ま
す
。 

提供：食デザイナー・管理栄養士 
　　　　　　平野實希さん 



福崎警察署・姫路市中播消防署 
合同年末特別警戒発隊式を実施 
福崎警察署・姫路市中播消防署 
合同年末特別警戒発隊式を実施 

　１２月１４日、文化センターで第３４回福崎町子ど

も会少年少女将棋大会が開催されました。 

　福崎町の小学生が盤上で熱い戦いを繰り広げま

した。 

　成績は次のとおり。 

【高学年の部】 

　優　勝　上田　輝　　準優勝　直江蒼士 

　
町
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
、

住
宅
等
の
修
繕
や
補
修
な
ど
の

改
修
工
事
を
行
う
場
合
に
、
そ

の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
産

業
活
性
化
緊
急
支
援
事
業
の
補

助
要
件
が
変
わ
り
ま
し
た
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●
補
助
対
象 

・
補
助
対
象
者
が
所
有
す
る
、

ま
た
は
所
有
者
が
改
修
工
事

す
る
こ
と
に
承
諾
し
、
対
象

者
が
自
己
の
居
住
の
用
に
供

し
て
い
る
町
内
の
住
宅
及
び

こ
れ
に
付
随
す
る
施
設 

・
集
合
住
宅
は
対
象
者
の
専
有

部
分
、
併
用
住
宅
は
住
居
部

分
の
み 

●
補
助
の
対
象
期
間 

・
平
成
２９
年
３
月
３１
日
ま
で 

（
平
成
２６
年
４
月
１
日
に
遡

っ
て
適
用
し
ま
す
。
工
事
の

着
工
・
完
了
は
同
一
年
度
内

と
し
ま
す
。
） 

　
た
だ
し
、
補
助
金
申
請
の
手

続
き
の
際
、
関
係
書
類
と
し
て

所
有
者
の
「
同
意
書
」
を
添
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

問
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合
わ
せ
先 

地
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課
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９
２
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度
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住
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要
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改
正

補
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対
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住
宅
の
要
件
を
改
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産
業
活
性
化
緊
急
支
援
事
業
（
住
宅
改
修
助
成
制
度
） 

補
助
対
象
住
宅
の
要
件
を
改
正 

　１２月７日、福崎警察署と姫路市中播消防署が合同
で、中播消防署で年末特別警戒発隊式を行いました。 
　年末に向けて、犯罪の予防や交通事故の防止、火
災の予防など、地域住民が安全で安心して暮らせる
ことを目的に実施されました。 
　当日は、神崎高等学校３年生の堀田彩華さんが一
日警察署長を務めました。 

５ 

（社会教育課） 

1月4日 
から 

●休館日（全館）：月曜日 

【営業時間】 

月曜日が祝日の場合は営業し、その翌日
が休館日となります。 

曜日 

月 定休日 

火 

水 
９：００～１７：００ １１：００～１７：００ 

９：００～１９：００ 
（祝日も同じ） 

１１：００～１９：００ 
（祝日も同じ） 

木 

金 

土 

日 

売店 レストラン 

※夜は、人数とお食事金額により、レストランを貸切
でご利用いただけます。詳しくはご相談ください。 

「もちむぎのやかた」をぜひご利用ください 
もちむぎのやかた　　２３－１５００ 



生活科学 
センター 
だより 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
 

〔
相
談
〕 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
カ
シ
ミ
ヤ

の
セ
ー
タ
ー
を
注
文
し
、
代
金
は

代
引
き
で
支
払
っ
た
。
事
前
に
サ

イ
ズ
を
確
認
し
て
安
心
し
て
申
し

込
ん
だ
が
、
届
い
た
セ
ー
タ
ー
は

小
さ
く
て
着
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

タ
グ
は
Ｍ
サ
イ
ズ
の
表
示
だ
っ
た

が
、
測
っ
て
み
る
と
Ｓ
サ
イ
ズ
の

寸
法
だ
っ
た
。
メ
ー
ル
で
苦
情
を

伝
え
交
換
を
希
望
し
た
が
、
応
じ

て
も
ら
え
な
い
。
対
応
が
よ
く
な

い
の
で
返
品
し
た
い
。 

（
２０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
業
者
は
返
品
を
認
め
な
い
経
営

方
針
で
し
た
が
、
セ
ン
タ
ー
で
サ

イ
ズ
が
タ
グ
の
表
示
と
違
っ
て
小

さ
い
こ
と
を
確
認
し
て
業
者
に
伝

え
る
と
、
返
金
に
応
じ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。 

　
相
談
者
は
商
品
を
送
り
、
手
続

き
を
さ
れ
ま
し
た
。 

〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
は
通
信
販
売

に
な
り
ま
す
。
他
に
、
新
聞
広
告

や
カ
タ
ロ
グ
を
見
て
申
し
込
ん
だ

り
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
の
商
品

紹
介
で
申
し
込
ん
だ
場
合
も
通
信

販
売
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

通
信
販
売
は
、
消
費
者
が
自
由
に

商
品
を
選
ん
で
申
し
込
む
取
引
形

態
な
の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
の
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
通
信
販
売
で
購
入
し
、
届
い
た

商
品
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
、
サ

イ
ズ
が
合
わ
な
か
っ
た
な
ど
の
場

合
は
、
返
品
特
約
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
事
業
者
が
表
示
し
て
い
る

返
品
特
約
の
条
件
に
従
う
こ
と
に

な
り
、
返
品
に
は
応
じ
ま
せ
ん
と

表
示
が
あ
れ
ば
、
返
品
は
で
き
ま

せ
ん
。
表
示
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
商
品
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら

８
日
間
は
解
約
、
返
品
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
返
品
の

送
料
は
消
費
者
の
負
担
と
な
る
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
家
具
や

カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
の
大
き
な
商
品

は
送
料
が
高
額
に
な
り
、
思
わ
ぬ

負
担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
今
回
の
相
談
の
よ
う
に
、
事
業

者
の
不
注
意
で
着
ら
れ
な
い
な
ど

の
不
良
品
が
届
い
た
場
合
は
、
返

品
特
約
に
関
係
な
く
、
交
換
の
意

思
表
示
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

送
料
も
事
業
者
負
担
に
な
る
よ
う

申
し
出
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
取
引
条
件
を
注
文
前
に

確
認
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ネ

ッ
ト
通
販
の
場
合
は
、
事
業
者
と

の
や
り
取
り
を
印
刷
し
て
残
し
て

お
き
、
商
品
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に

中
身
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
違
う
も
の

や
壊
れ
た
商
品
が
届
い
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
連
絡
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
連
絡
方
法
が
メ
ー
ル
し

か
な
い
場
合
、
相
手
か
ら
の
連
絡

が
途
絶
え
れ
ば
交
渉
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
所
在
地
、
電
話
番

号
、
責
任
者
の
氏
名
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。 

※
通
信
販
売
業
者
が
示
す
マ
ー
ク

も
参
考
に
な
り
ま
す
。 

            

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

〈
ジ
ャ
ド
マ
マ
ー
ク
〉 

（
社
）
日
本
通
信
販
売
協
会
の
会

員
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 〈
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
マ
ー
ク
〉 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
販
売
の

ル
ー
ル
を
守
り
、
適
切
な
販
売

を
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た

事
業
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
国
内
に
拠
点
が
あ
り
、

起
業
後
１
年
以
上
の
事
業
者
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
表
示
さ
れ

ま
す
。 

日　時　２月１５日（日）　１０：００～１５：００ 
場　所　文化センター　小ホール 
主な催し 
○くらしを見直すパネル展 
○幼稚園児の絵画展 
○手づくり作品の展示・即売 
○野菜の即売　　○包丁とぎ講習 
○実習コーナー（エコ工作）　　○喫茶コーナー（無料） 
 

 「家庭用品修理会」中止のお知らせ  
　毎年、生活展とともに実施していた刃物・傘・靴の「家庭
用品修理会」は、職人の高齢化に伴い、継続が困難となりま
した。長い間、ご利用ありがとうございました。 
 

福崎町消費者の会・生活科学センター 

環境にやさしいみんなの生活展 

― みんなで守ろう地球の未来、　 
　　できることからひとつずつ ― 　福崎町特産もちむぎ商品を活用

した献立を作ります。 
日　時　２月１０日（火）　９：３０～１３：００ 
場　所　生活科学センター 
講　師　もちむぎ生産組合員 
参加費　材料費実費 
募集人数　２０人 
申込先　生活科学センター 
　　　　（　２２－４９７７） 
　　　　※定員になり次第締切 

くらしのゼミナール くらしのゼミナール 

６ 



福崎町 

福
崎
小
学
校
５
年
　 

和
田
優
里 

近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん 

　
わ
た
し
が
帰
る
時
、
通
学
路
に

は
、
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
た

く
さ
ん
集
ま
っ
て
、
手
お
し
車
に

す
わ
っ
て
話
を
し
て
い
る
。
そ
の

前
を
通
り
か
か
る
と
、
「
お
帰
り
。

学
校
ど
う
だ
っ
た
。
」
と
い
つ
も

き
い
て
く
れ
る
。
わ
た
し
は
、「
う

ん
、
楽
し
か
っ
た
で
。
」

と
言
っ
て
、
今
日
あ
っ

た
こ
と
を
話
す
。
わ
た

し
が
、
い
や
だ
っ
た
こ

と
を
話
す
と
、
は
げ
ま

し
て
く
れ
る
し
、
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
を
話
す

と
、
「
お
め
で
と
う
。
」

と
言
っ
て
、
い
っ
し
ょ

に
喜
ん
で
く
れ
る
。
わ

た
し
に
と
っ
て
は
、
ま

る
で
家
族
の
よ
う
な
存

在
だ
。 

　
あ
る
日
、
通
学
路
を

帰
っ
て
い
る
と
、
い
つ

も
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
重
た
そ
う

な
荷
物
を
持
っ
て
、
手
お
し
車
を

お
し
て
来
る
の
が
見
え
た
。
少
し

様
子
を
う
か
が
っ
て
み
る
と
、
本

当
に
し
ん
ど
そ
う
に
さ
れ
て
い
た
。

わ
た
し
が
、
い
つ
も
の
よ
う
に
大

き
な
声
で
、
「
た
だ
い
ま
。
」
と

言
っ
て
も
し
ん
ど
く
て
声
が
出
に

く
い
様
子
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
わ

た
し
は
、
「
大
じ
ょ
う
夫
。
家
ま

で
荷
物
を
持
っ
て
行
っ
て
あ
げ
よ

う
か
。
」
と
声
を
か
け
た
。
す
る

と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
う
れ
し
そ

う
に
、
「
持
っ
て
い
っ
て
く
れ
る

の
。
あ
り
が
と
う
。
」
と
言
っ
て

荷
物
を
わ
た
し
て
く
れ
た
。
わ
た

し
は
、
荷
物
を
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

家
ま
で
持
っ
て
い
っ
た
。
だ
い
ぶ

ん
、
帰
る
の
が
お
そ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。 

　
次
の
日
、
い
い
知
ら
せ
が
届
い

た
。
そ
の
日
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

様
子
は
、
い
つ
も
ど
お
り
車
い
す

に
乗
っ
て
元
気
に
し
ゃ
べ
っ
て
い

た
。
わ
た
し
は
、
ほ
っ
と
し
た
。

家
に
帰
っ
て
宿
題
を
し
て
い
る
と
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
め
ず
ら
し
く
鼻

歌
を
歌
い
な
が
ら
帰
っ
て
来
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
「
優
里
、
え

ら
く
な
っ
た
な
あ
。
」
と
急
に
話

し
出
し
た
。
わ
た
し
は
、
び
っ
く

り
し
た
の
で
、
「
何
が
。
」
と
思

わ
ず
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
い
つ

も
通
学
路
に
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
こ
と
、
知
っ
て
る
や
ろ
。
そ
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
荷
物
を
、
家
ま

で
持
っ
て
行
っ
て
あ
げ
た
ん
や
ろ
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
め
っ
ち
ゃ
喜
ん

ど
っ
た
で
。
」
と
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
言
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
聞
い

て
、
わ
た
し
は
本
当
に
う
れ
し
か

っ
た
。
次
の
日
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
出
会
う
と
、
「
こ
の
前
は
、
あ

り
が
と
う
。
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

わ
た
し
は
、
と
て
も
気
持
ち
が
良

か
っ
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
人
の
役
に
立
て

る
よ
う
に
、
わ
た
し
の
で
き
る
こ

と
を
し
て
い
き
た
い
。 

八千種小学校２年　谷岡美希 

福崎西中学校２年　小野仁愛 

福崎東中学校３年　鍛示妹来 

字
は
消
せ
る
　
言
葉
は
消
せ
な
い 

　
自
分
が
言
わ
れ
て
ど
う
思
う
？ 

高
岡
小
学
校
６
年
　
　 

後
藤
悠
輝 

楽
し
い
な
　
み
ん
な
で
笑
う 

　
そ
の
時
間 田

原
小
学
校
６
年
　
　 

大
道
柚
香 

そ
れ
じ
ゃ
だ
め 

　
見
て
見
ぬ
ふ
り
す
る
　
そ
の
姿 

福
崎
東
中
学
校
２
年
　 

中
井
凜
大 

届
け
よ
う 

　
笑
顔
・
や
さ
し
さ
・
思
い
や
り 

福
崎
西
中
学
校
３
年
　 

武
村
み
づ
ほ 

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 
サルビア会館でさまざまな相談を 
受けていますのでご利用ください。 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 
　（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 

母子相談 
　毎月第2月曜日　10:30～15:00 
　※祝日の場合は翌日に変更 
　（担当＝健康福祉課・内線364） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝総務課・内線221） 
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　所得税法や地方税法では「所得申告する本人
または扶養親族等が障害者に該当する場合、『障
害者控除』として一定金額を所得から控除する
ことができる」と定めてあります。 
　この障害者控除の対象となる人は、一般的に
は身体障害者手帳や精神障害者保健福祉手帳の
交付を受けている人ですが、手帳を持っていな
くても「年齢が満６５歳以上の人で、精神または
身体に障害があり、その障害の程度が前記の人
に準ずるものとして市町村長の認定を受けてい
る人」も障害者控除を受けることができます。 
　障害者控除には『特別障害者控除』と『障害
者控除』があり、介護保険の要介護度や訪問調
査でお聞きした内容をもとに判定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　この認定が確定申告に必要と思われる方は、
事前に役場健康福祉課に申請してください。認
定された方には後日認定書を交付します。確定
申告時に障害者控除対象者認定書を提出しない
と障害者控除は認められません。 
問い合わせ先　健康福祉課　介護保険係（内線３６４） 

要介護認定者の　　　　　 
　障害者控除対象者認定書 

障害者控除判定基準表 

※詳しい基準についてはお問い合わせください。 

要介護度 判定基準 

要介護４・５ 特別障害者控除の対象 

調査票での自立度により障害者控除の対 
象となる可能性あり 

要介護３ 

要介護２以下 

調査票での自立度により特別障害者控除 
または障害者控除の対象 

交付のお知らせ 

　福崎町日赤奉仕団では団員を募集しています。
あなたの身近な地域でボランティアを始めてみ
ませんか？ 
対象　町内に在住または在勤の２０歳以上の方 
問い合わせ・申し込み先　健康福祉課（内線３６４） 

日赤奉仕団　団員募集中！ 

自然歩道を歩こう大会で団員募集の呼びかけ 
ゴールテープを持っての出迎えに参加者からは喜びの声が！ 

　公的年金を受給する方はこれまで児童扶養手

当を受給できませんでしたが、平成２６年１２月以

降は、年金額が児童扶養手当額より低い方は、

その差額分の児童扶養手当を受給できるように

なりました。 
 

改正により新たに手当を受け取れる場合（例） 

・児童を養育している祖父母等が低額の老齢年

金を受給している場合 

・母子（父子）家庭で児童が低額の遺族厚生年金

のみを受給している場合　など  

・手当の申請 

　手当を受給するためには申請が必要です。 

　お早めに申請してください。 

※町では今回の改正で新たに対象となる方を把握してい
ませんので、それぞれのご家庭に手続きのご案内をす
ることができません。  

・支給開始日　申請の翌月分から 

【経過措置】 

今回の改正により平成２６年１２月１日において

児童扶養手当の支給要件に該当する方が、平

成２７年３月３１日までに申請手続きをした場合は、

平成２６年１２月分までさかのぼって支給されます。 

※この期間を過ぎると、手当の支給は申請の翌月分から
の支給開始となりますのでご注意ください。 

問い合わせ先 

　住民生活課　児童扶養手当係（内線３７４） 

「児童扶養手当法」が一部改正 「児童扶養手当法」が一部改正 
児童扶養手当と公的年金等との差額分 
が受給できるようになりました　　　 

８ 

「ふるさと文化祭」のご案内 
と　き　１月２５日（日）１３：００～ 

ところ　エルデホール 

出演グループ 

町内の学校・団体など 

１６組 

入場は無料です。 

ぜひお越しください。 

 

（福崎町文化協会） 



　
幼
い
頃
の
愛
ら
し
い
姿
。
今
は

亡
き
あ
の
人
の
在
り
し
日
の
笑
顔
。

楽
し
か
っ
た
あ
の
日
の
記
憶
。
写

真
に
写
る
の
は
、
そ
う
し
た
一
瞬

の
出
来
事
。
け
れ
ど
、
で
き
あ
が

っ
た
写
真
に
は
、
そ
こ
に
は
写
り

き
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
、
神
戸
大
学
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
崎
町
と
の
連

携
事
業
の
一
環
と
し
て
、
千
葉
県

の
松
岡
鼎
の
子
孫
の
方
が
保
管
さ

れ
て
い
た
、
写
真
資
料
の
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
一
連
の
写
真
群
の

中
に
は
、
当
主
で
あ
っ
た
松
岡
鼎

の
写
真
の
み
な
ら
ず
、
通
泰
・
國

男
・
静
雄
・
輝
夫
（
映
丘
）
の
写

真
も
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
３
枚

の
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
最
初
の
１
枚
は
、
自
宅
に
し
つ

ら
え
た
菊
花
壇
の
前
に
座
る
鼎
の

写
真
で
す
。 

　
『
故
郷
七
十
年
』
で
も
触
れ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
鼎
の
趣
味
は
菊

づ
く
り
で
し
た
。
こ
の
写
真
の
他

に
も
、
菊
花
壇
を
背
景
に
、
夫
婦

で
写
し
た
写
真
や
、
息
子
た
ち
と

写
し
た
写
真
が
、
何
枚
も
残
っ
て

い
ま
し
た
。
調
査
し
た
写
真
群
は
、

写
真
館
で
撮
影
し
た
肖
像
写
真
が

大
半
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
で
、
こ
の
写
真
は
、
当
時

の
鼎
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
具
体
的
に

知
る
こ
と
が
で
き
る
、
貴
重
な
資

料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

　
次
の
１
枚
は
、
幼
子
を
抱
く
國

男
の
写
真
。
こ
の
幼
子
は
、
國
男

の
子
ど
も
…
で
は
な
く
、
鼎
の
長

男
で
す
。 

       

　
裏
書
き
に
よ
れ
ば
、
こ
の
写
真

が
撮
影
さ
れ
た
の
は
、
明
治
２６
年

（
１
８
９
３
）
１０
月
。
ち
ょ
う
ど

國
男
が
第
一
高
等
中
学
校
（
後
の

第
一
高
等
学
校
。
現
在
の
東
京
大

学
教
養
学
部
等
の
前
身
）
に
入
学

し
た
直
後
の
写
真
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
第
一
高
等
中
学
校
と

い
え
ば
、
当
時
の
最
難
関
校
。
帝

国
大
学
へ
の
進
学
を
前
提
と
し
た
、

エ
リ
ー
ト
養
成
の
登
竜
門
で
し
た
。

そ
こ
に
入
学
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

ま
だ
存
命
中
で
あ
っ
た
両
親
に
と

っ
て
も
、
兄
の
鼎
に
と
っ
て
も
、

誇
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で

す
。
こ
の
写
真
の
背
景
に
は
、
息

子
に
も
、
國
男
の
よ
う
に
学
問
に

励
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
、
鼎
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
写
真
群
の
中
に
は
、
静

雄
や
輝
夫
が
、
通
泰
の
子
ど
も
と

撮
っ
た
写
真
な
ど
も
あ
り
、
兄
弟

た
ち
が
家
族
ぐ
る
み
で
交
流
を
続

け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

　
最
後
の
１
枚
は
、
風
景
写
真
で

す
。
今
回
調
査
し
た
写
真
は
、
人

物
写
真
が
ほ
と
ん
ど
で
、
風
景
を

写
し
た
も
の
は
数
枚
だ
け
で
し
た
。

そ
の
中
の
１
枚
が
、
鈴
ノ
森
神
社

の
写
真
。
「
福
崎
」
が
写
り
込
ん

だ
も
の
と
し
て
は
、
唯
一
の
も
の

で
し
た
。 

　
こ
こ
に
写
っ
て
い
る
大
玉
垣
は
、

大
正
９
年
（
１
９
２
０
）
に
鼎
と

國
男
が
奉
納
し
た
も
の
で
す
。
撮

影
時
期
は
不
明
で
す
が
、
お
そ
ら

く
大
玉
垣
の
奉
納
か
ら
そ
う
遠
く

な
い
時
期
に
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
写
真
に
は
舗
装
さ
れ
て

い
な
い
参
道
や
今
は
な
い
鳥
居
左

側
の
松
の
木
な
ど
が
見
え
、
か
つ

て
の
鈴
ノ
森
神
社
の
姿
を
伝
え
る
、

福
崎
に
と
っ
て
も
貴
重
な
資
料
で

す
。
あ
る
い
は
鼎
が
、
こ
の
写
真

を
眺
め
な
が
ら
、
故
郷
　
川
を
想

う
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 

　
松
岡
家
に
残
さ
れ
た
写
真
は
、

在
り
し
日
の
松
岡
兄
弟
の
姿
と
と

も
に
、
彼
ら
の
想
い
を
も
、
現
在

に
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

            

※
写
真
は
い
ず
れ
も
個
人
蔵 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

松
岡
家
の
写
真 

お
お
た
ま
が
き 

第７話 

（社会教育課） 

　文化財防火デーにあわせ、姫路市中播消防署によ
る消防大訓練が実施されます。当日は、消防車がサ
イレンを鳴らして訓練をします。 

消防大訓練 日時　１月２４日（土）９：００～ 
場所　神積寺（東田原１８９１） 

９ 



農業委員会

農業委員会 
だより 

　福崎町農業委員会では、１１月４日・５日の２日間、町内全域を各委員
の担当地域ごとの４班に分け、農地パトロールを行いました。 
　現地調査を行うと、今年度新たに耕作放棄地になったものもあれば、昨
年度に耕作放棄地であったものが保全管理や営農再開をされているものも
ありました。 
　今回実施した農地パトロールの結果については、１１月
の農業委員会総会で検討・確認を行い、耕作放棄地面積
約９.２ha・１０７筆（昨年度９.５ha・１２７筆）の所有者に「農
地の管理通知書」を送付し、農地法にもとづき農業上の
利用の増進を図っていただくよう指導を行いました。 
　農地を耕作しないまま放置すると、周辺の農地や住民
に迷惑がかかります。草刈りなどの保全管理を行うか、
営農組織や担い手に貸し出して耕作してもらうなど、農
地を適正に管理していただくようお願いします。 

農地パトロールを実施 

問い合わせ先　福崎町農業委員会（農林振興課内・内線３１３） 

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が

で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど

に
も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け

な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ

ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て
い

ま
す
の
で
、
支
給
さ
れ
る
年
金
の

半
分
の
額
が
国
の
税
金
か
ら
負
担

さ
れ
る
な
ど
、
と
て
も
有
利
で
安

心
な
制
度
で
す
。 

 

義
務
と
権
利 

　
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
２０
歳

か
ら
６０
歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て

の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、

年
金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。 

 

加
入
手
続
き
が
必
要
な
の
は 

　
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で
、

２０
歳
に
な
っ
て
第
１
号
被
保
険
者

と
な
る
方（
フ
リ
ー
タ
ー
や
無
職

の
方
も
含
む
）は
、
役
場
住
民
生

活
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
第
２
号
被
保
険
者（
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
や
公
務
員
）や
、
第
３
号
被

保
険
者（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
る
配
偶
者
）は
、
勤
務
先

の
事
業
所
が
加
入
手
続
き
を
行
い

ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

保
険
料
は
月
額 

１
５
２
５
０
円 

　
第
１
号
被
保
険

者
の
平
成
２６
年
度

の
保
険
料
額
は
月

額
１
５
２
５
０
円

で
す
。 

 

保
険
料
が
猶
予
・
免
除
さ
れ
る
制
度 

　
収
入
が
少
な
い
た
め
に
保
険
料

の
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申

請
を
す
れ
ば
納
付
が
猶
予
・
免
除

と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請

を
行
わ
な
い
ま
ま
保
険
料
が
未
納

と
な
っ
て
い
る
と
、
老
後
に
年
金

を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
年

金
額
が
低
く
な
っ
た
り
、
障
害
年

金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
な
ど
の

事
態
を
招
き
ま
す
。 

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、

所
得
が
な
い
学
生
ご
本
人
の
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。 

　
ま
た
、
学
生
以
外
の
一
般
の
自

営
業
者
の
方
な
ど
は
、
経
済
的
な

理
由
な
ど
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
に
、
ご
本
人
の
申

請
に
よ
っ
て
免
除
や
猶
予
の
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

○
姫
路
年
金
事
務
所 

　
０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
８
２ 

○
住
民
生
活
課
（
内
線
３
７
４
） 

耕作放棄地 耕作放棄地 

解消されつつある耕作放棄地 解消されつつある耕作放棄地 

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金 
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絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
２月５日（木）１０：００～１１：００　文化センター　２階　和室 
　わらべうた・絵本の読み聞かせ・パネルシアターなど、
いっしょに楽しみます。 
おんがくあそびの会【ドレミ】 
２月１２日（木）１０：００～１１：００　八千種研修センター 
　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体
遊びなどを楽しみます。 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

「あそびのひろば」　（※申込不要） 

★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
１月２０日（火）・２月１７日（火） 
場所：文化センター　２階　和室 
個別相談員：大内和恵 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

日　時　２月１９日（木）　１０：００～１１：００ 

場　所　八千種幼児園　会議室 

対　象　未就園の子どもとその保護者 

定　員　１０組 

申込先　おひさまらんど 

　※２/２（月）から受付します。 

　※定員になり次第、受付を終了します。 

　赤ちゃんのおもちゃや小さい物をすぐに入れられ

るちょっと便利な小物入れ。車やベビーベッドにも

かけられますよ。 

日　時　２月２３日（月） 

　　　　２月２５日（水） 

　　　　各日１０：００～１１：３０ 

場　所　おひさまらんど 

対　象　未就園の子どもと 

　　　　その保護者 

用意する物 

　　　　布地５０㎝×５０㎝ 

　　　　牛乳パック１　　２本 

定　員　各日１０組 

申込先　おひさまらんど 

　※２/２（月）から受付します。 

　※定員になり次第、受付を終了します。 

　楽器が奏でる美しい音色は、 

聴く人のこころとからだを優し 

く包み込み、おだやかな気持ち 

にしてくれます。そんな温かい 

コンサートを親子で楽しみま 

しょう。 

日　時　２月４日（水）　１０：３０～１１：３０ 

　　　　　　　　　　　（受付 １０：１５～） 

場　所　エルデホール　メインホール 

出　演　NPO法人「音楽の家」 

　　　　松浦律夫さん　ほか 

※申込は不要です。 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

１１ 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
一
人
で
も
宿
泊
し
て

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
２
月
１７
日（
火
） 

　
　
３
月
１７
日（
火
） 

　
　
４
月
１４
日（
火
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
４
月
中
の
利
用

は
２
月
１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り

ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 
 

障
害
を
お
持
ち
の
方
へ 

就
職
相
談
会
開
催 

　
「
就
職
が
し
た
い
」「
今
の
仕
事

が
う
ま
く
い
か
な
い
…
」
仕
事
に

つ
い
て
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。 

　
職
業
自
立
セ
ン
タ
ー
ひ
め
じ
の

職
場
適
応
援
助
者
（
ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
）
に
よ
る
就
職
相
談
や
簡
単
な

職
業
能
力
評
価
を
実
施
し
ま
す
。 

　
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
の
か
、

ど
ん
な
仕
事
が
向
い
て
い
る
か
、

で
き
る
の
か
、
仕
事
に
つ
い
て
の

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
２
月
２３
日（
月
） 

・
午
前
の
部（
９
時
３０
分
〜
１２
時
） 

・
午
後
の
部（
１３
時
３０
分
〜
１５
時
） 

場
所
　
福
崎
町
役
場 

募
集
人
数
　
４
人 

　（
午
前
２
人
・
午
後
２
人
） 

対
象
者
　
お
お
む
ね
６０
歳
未
満
の

障
害
者
手
帳
（
身
体
・
療
育
・

精
神
）
所
持
者 

内
容
　
仕
事
に
関
す
る
相
談
・
軽

作
業
に
よ
る
簡
単
な
職
業
能
力

評
価 

申
込
期
限
　
２
月
１６
日（
月
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

健
康
福
祉
課
　
町
民
福
祉
係 

（
内
線
３
５
２
） 

  

公
民
館
ク
ラ
ブ
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

　
福
崎
町
公
民
館
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
で
は
、
平
成
２７
年
度
公
民
館

ク
ラ
ブ
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。 

　
あ
な
た
の
サ
ー
ク
ル
も
、
公
民

館
グ
ル
ー
プ
に
入
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
申
し
込
み
は
、
１
月
１３
日（
火
）

か
ら
２
月
３
日
（
火
）
ま
で
で
す
。 

※
申
込
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
次
回

の
登
録
は
平
成
２８
年
度
に
な
り

ま
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

文
化
セ
ン
タ
ー 

　
２２
・
３
７
５
５ 

  

福
崎
町
「
な
っ
得
商
品
券
」

有
効
期
限
１
月
末
ま
で
！ 

　
福
崎
町
「
な
っ
得
商
品
券
」
は
、

町
内
の
経
済
活
性
化
・
消
費
拡
大

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
福
崎
町
「
な

っ
得
商
品
券
」
の
有
効
期
限
は
、

平
成
２７
年
１
月
３１
日
ま
で
で
す
。

有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
無
効
と
な

り
、
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

１
月
３１
日
ま
で
に
福
崎
町
内
の
な

っ
得
商
品
券
加
盟
店
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、
商
品
券
の
払
戻
し
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
、
福
崎
町
商
工
会 

（
　
２２
・
０
５
５
８
）へ
。 

  

県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学

院
学
院
生
募
集（
第
２
回
募
集
） 

　
兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専

門
学
院
で
は
、
平
成
２７
年
４
月
入

校
の
学
院
生
を
募
集
し
ま
す
。 

対
象
者
　
身
体
等
に
障
害
の
あ
る

求
職
者
等
（
所
定
の
条
件
を
満

た
す
方
） 

募
集
科
目 

・
も
の
づ
く
り
科 

・
ビ
ジ
ネ
ス
事
務
科 

・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
科 

・
情
報
サ
ー
ビ
ス
科 

訓
練
期
間
　
１
年
間 

受
付
期
間
　
２
月
１０
日（
火
）ま
で 

選
考
日
　
２
月
１９
日（
木
） 

応
募
方
法
　
公
共
職
業
安
定
所
で

必
ず
ご
相
談
の
う
え
、
応
募
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門

学
院 

　
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０ 

http://w
w
w
.sg
i.ac.jp/

お知らせ 

information

　昨年に引き続き、「農業所得申告個別相談会」
は行いません。２月１６日から３月１６日までの確
定申告・住民税申告相談会の際に、まとめて受付
をさせていただきます。 
　このため、申告会場では混雑が予想されます。
農業所得の経費については、事前に項目ごとに集
計していただきますよう、ご協力をよろしくお願
いします。 
問い合わせ先　税務課　住民税係（内線３４４・３４５） 

１２ 

　平成２７年２月１日現在で、全国一斉に「２０１５

年農林業センサス」が実施されます。 

　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるた

めに５年ごとに実施される大切な調査です。 

　１月中旬から、農林業を営んでいるみなさんの

ところに調査員証を携行した調査員が訪問して、

調査票に農林業の経営状況

などの記入をお願いします。

ご協力をお願いします。 

問い合わせ先 

　企画財政課　企画係 

　（内線２３２） 

「農業所得申告」についてお願い 
 

「２０１５年農林業センサス」 
にご協力ください 

 



平
成
２７
・
２８
年
度
く
れ
さ
か

環
境
事
務
組
合
競
争
入
札
等

参
加
資
格
審
査
申
請
受
付 

対
象
　
平
成
２７
・
２８
年
度
に
く
れ

さ
か
環
境
事
務
組
合
が
実
施
す

る
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
製
造
、

役
務
等
の
入
札
に
参
加
さ
れ
る

法
人
、
個
人 

受
付
期
間
　
２
月
２
日
（
月
）
〜

３
月
１３
日（
金
）必
着（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
９
時
〜
１７

時
） 

提
出
方
法
　
持
参
ま
た
は
郵
送 

問
い
合
わ
せ
先 

く
れ
さ
か
環
境
事
務
組
合
　
総
務
課 

　
０
７
９
・
３
３
５
・
３
６
７
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

http://www.yum
etv.jp/ kuresaka/ 

  

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校 

平
成
２７
年
度
生
募
集 

募
集
コ
ー
ス 

○
住
宅
系
専
科 

・
住
宅
設
備
コ
ー
ス
　
　
　
１５
人 

・
木
造
建
築
コ
ー
ス
　
　
　
１５
人 

○
金
属
系
専
科 

・
溶
接
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
１５
人 

・
金
属
塗
装
コ
ー
ス
　
　
　
１５
人 

○
機
械
系
専
科 

・
機
械
加
工
コ
ー
ス
　
　
　
１５
人 

・
機
械
製
図
・
工
作
コ
ー
ス
　

１０
人 

応
募
資
格 

・
高
校
等
新
卒
者 

・
１８
歳
以
上
の
求
職
者 

※
機
械
製
図
・
工
作
コ
ー
ス
は
４０

歳
未
満
の
求
職
者 

訓
練
期
間 

平
成
２７
年
４
月
〜
平
成
２８
年
３
月 

授
業
料
　
無
料
（
諸
経
費
　
自
己

負
担
４
万
円
程
度
） 

選
考
日
　
２
月
１８
日（
水
） 

出
願
期
間 

１
月
２６
日（
月
）〜
２
月
１２
日（
木
） 

試
験
内
容 

・
面
接 

・
学
科
６０
分（
数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ
） 

見
学
説
明
会
（
要
事
前
申
込
） 

２
月
４
日（
水
）
１３
時
３０
分 

問
い
合
わ
せ
先 

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校 

　
０
７
９
・
２
４
０
・
７
０
７
７ 

  「
中
播
磨
北
エ
リ
ア
就
職
面
接

会
」
開
催 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
で
は
企
業

と
求
職
者
が
一
堂
に
会
す
る
就
職

面
接
会
を
中
播
磨
地
区
商
工
会
連

絡
協
議
会
（
神
河
町
商
工
会
・
市

川
町
商
工
会
・
福
崎
町
商
工
会
・

姫
路
市
商
工
会
で
構
成
）
と
連
携

し
て
開
催
し
ま
す
。 

日
時
　
１
月
１６
日（
金
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

会
場
　
エ
ル
デ
ホ
ー
ル 

内
容
　
神
崎
郡
・
姫
路
市
（
香
寺

町
・
夢
前
町
）
内
の
事
業
所
と

求
職
者
が
一
堂
に
会
す
る
就
職

面
接
会 

対
象
　
平
成
２７
年
３
月
学
校
卒
業

予
定
者
を
含
む
求
職
活
動
中
の

方
（
臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト
は
除

く
） 

※
参
加
事
業
所
等
は
兵
庫
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 
http://hyog

o-roudoukyoku. 
jsite.m

hlw
.g
o.jp/ 

問
い
合
わ
せ
先 

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
企
画
情
報

部
門 

　
　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
７
８
５ 

○
福
崎
町
商
工
会 

　
　
２２
・
０
５
５
８ 

  

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス 

「
放
送
大
学
」
学
生
募
集 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を

行
う
通
信
制
大
学
で
す
。
た
だ
い

ま
平
成
２７
年
度
第
１
学
期
（
４
月

入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
大
学
や
大
学
院
の
授
業
科
目

を
１
科
目
か
ら
気
軽
に
学
べ
る
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
こ
の
機
会
に
放
送

大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

出
願
受
付
期
間 

３
月
２０
日（
金
）ま
で 

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先 

放
送
大
学
姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ

ー
ス
（
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
内
） 

姫
路
市
本
町
６８
の
２
９
０ 

　
０
７
９
・
２
８
４
・
５
７
８
８ 

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

昔
の
遊
び
に
挑
戦
！ 

コ
マ
回
し
・
羽
根
つ
き
大
会 

参
加
者
募
集 

　
近
ご
ろ
目
に
す
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
た
コ
マ
回
し
と
羽
根
つ
き
。

昔
の
遊
び
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て

み
ま
し
ょ
う
！ 

日
時
　
１
月
２４
日（
土
） 

　
　
　
９
時
３０
分
ス
タ
ー
ト 

場
所
　
第
１
体
育
館
　
球
技
室 

部
門 

○
コ
マ
回
し
大
会 

・
タ
イ
ム
レ
ー
ス
（
親
子
の
部
・

子
ど
も
男
子
の
部
・
女
子
の
部
） 

・
け
ん
か
ゴ
マ 

○
羽
根
つ
き
大
会 

参
加
資
格
　
町
内
小
学
生
と
そ
の

保
護
者 

参
加
料
　
１
０
０
円 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
１

月
２１
日
（
水
）
ま
で
に
直
接
第

１
体
育
館
へ
。（
月
曜
日
休
館
） 

そ
の
他
　
コ
マ
は
予
備
を
用
意
し

て
い
ま
す
が
、
な
る
べ
く
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
羽
子
板
は
用
意

し
ま
す
。
詳
し
く
は
第
１
体
育

館
（
　
２２
・
１
１
５
３
）
へ
。 

１３ 

ス
ポ
ー
ツ 

　古文書を読みたいと思ったこと 

はありませんか？身近にある古文 

書をテキストに、古文書の読み解きについて紹介

します。 

 
 

開催日 

　第１回　１月２４日（土） 

　第２回　１月２５日（日） 

講　師　神戸大学　木村修二さん 

時　間　１３：３０～１５：００ 

場　所　神崎郡歴史民俗資料館 

申し込み先　歴史民俗資料館　　２２－５６９９ 

古文書講座のご案内 
無料 

：
 



ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ 

　
１１
月
１６
日
、
町
民
第
１
グ
ラ
ン

ド
で
「
第
５
回
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

優
　
勝
　
二
の
宮 

準
優
勝
　
中
島
ク
ラ
ブ 

 

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
来
シ

ー
ズ
ン
の
加
盟
チ
ー
ム
を
募
集

中
！ 

※
詳
し
く
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
・
橋
本
（
　
２２
・
０
６
８
９
）

へ
。 

合
氣
道
協
会
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

　
１１
月
３
日
、
兵
庫
県
立
武
道
館

で
「
第
１３
回
兵
庫
武
道
祭
」
が
開

催
さ
れ
、
公
開
稽
古
に
参
加
し
ま

し
た
。 

　
そ
の
席
上
で
、
兵
庫
県
の
武
道

優
良
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。 

 

●
合
氣
道
の
稽
古
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
？ 

　
協
会
で
は
、
毎
週
土
曜
日
１５
時

か
ら
第
１
体
育
館
で
、
５
歳
児
か

ら
５０
歳
の
大
人
ま
で
が
合
同
稽
古

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
で

参
加
し
、
武
道
の
厳
し
さ
や
礼
儀

作
法
を
中
心
に
学
ん
で
い
ま
す
。

気
軽
に
見
学
に
来
て
、
体
験
し
て

く
だ
さ
い
。 

夕
日
背
に
老
犬
連
れ
し
枯
野
人 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
茅
葺
き
の
美
山
の
里
や
花
八
ツ
手 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

持
ち
馴
れ
し
杖
の
感
触
冬
は
じ
め 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

ロ
ー
カ
ル
線
刈
田
の
果
て
に
無
人

駅
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

認
知
症
予
防
の
講
話
冬
立
つ
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

神
の
留
守
巫
女
の
掃
く
手
の
休
な

く
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

旅
に
出
る
バ
ス
の
行
く
先
初
時
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

神
留
守
に
ま
た
も
増
え
た
る
千
社

札
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

朝
粥
の
湯
気
ほ
の
ぼ
の
と
冬
始
め 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

相
寄
ら
ぬ
猫
二
匹
い
て
神
の
留
守 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

冬
浅
し
畑
に
残
れ
る
陽
の
温
み 

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

赤
い
実
を
落
と
す
庭
木
に
初
冬
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

神
の
留
守
絵
馬
か
た
か
た
と
風
に

揺
れ
　
　
　
　
　
　
難
波
は
る
み 

 

気
分
が
え
に
赤
い
服
着
る
冬
始
め 

　
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
京
子 

 

初
し
ぐ
れ
旅
せ
し
京
を
思
い
出
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
澤
久
美
子 

 

巫
女
舞
の
鈴
音
や
さ
し
き
七
五
三 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

新
聞
の
俳
句
欄
読
む
芭
蕉
の
忌 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

山
眠
る
に
い
さ
さ
か
早
し
紅
葉
ず
れ
る
峡
の
秋
気
の

ひ
そ
か
に
揺
ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

む
ら
さ
き
の
法
被
輝
く
朝
の
孫
乗
子
の
姿
を
そ
の
母

知
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 

 

艶
消
し
の
黄
金
の
色
に
変
わ
り
ゆ
く
岐
道
細
道
野
う

さ
ぎ
の
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

種
子
こ
ぼ
れ
百
日
草
の
濃
き
色
に
咲
き
て
揺
れ
い
る

枝
を
広
げ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

虫
籠
窓
の
家
並
つ
づ
く
奈
良
ま
ち
を
ぬ
け
て
の
ど
ま

る
雌
鹿
撫
で
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
さ
く
ら 

 

ピ
ラ
カ
ン
サ
の
真
赤
に
色
づ
く
縁
先
に
眼
つ
む
り
て

猫
の
微
睡
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

行
く
宛
の
な
き
ま
ま
旅
の
折
込
み
に
心
誘
わ
る
今
日

の
秋
晴
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

花
岳
寺
の
賽
銭
箱
の
そ
の
上
に
虎
の
墨
絵
が
お
く
る

星
霜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

結
び
止
め
皆
目
で
き
ぬ
左
指
し
び
れ
続
け
て
拾
年
経

つ
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

コ
ス
モ
ス
の
祭
り
賑
わ
う
里
の
秋
案
山
子
は
美
女
か

背
の
高
く
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

ソ
フ
ァ
ー
に
深
く
沈
み
て
眠
る
も
よ
し
流
れ
る
雲
と

留
守
居
た
の
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

も
　
み 

え
だ 

ま
ど
ろ 

ひ 

ぬ
く 

俳

句

会 

短

歌

会 
　毎週金曜日は午後７時１５分まで窓口業務を延長

して行っています。 

　対応業務は、住民票、戸籍、印鑑 

証明書、所得証明書の交付です。 

＊住民異動、印鑑登録は除く。 

住民生活課窓口からのお知らせ 

け
い
こ 

１４ 



日 曜日 事業・イベント名 時間 場　　　所 問い合わせ先 備　考 

6 

7
 

 

 

11 

 

12 
 

 

21 

 

22 

 

24 

 

25 

26 

29 

31

火 

水
 

 

 

日 

 

月・祝 
 

 

水 

 

木 

 

土 

 

日 

月 

木 

土 

10:00 

13:00 

18:00 

8:30 

11:00 

18:00頃 

9:45 

13:00 

10:00 

13:00 

13:00 

13:20 

 

9:30 

13:30 

13:30 

10:30 

 

10:00 

13:30

 

 

 

 

 

～１２日（月・祝） 

受付９：１５～ 

 

 

 

 

 

要申込 

要申込 

要申込 

要申込 

 

 

要申込 

要チケット 

図書館であそぼ会 

なやみごと相談 

福崎町新年交礼会 

消防団出初式 

鈴ノ森神社合格祈願祭 

かくしほちょじ 

成人式 

追儺（鬼追い） 

人権相談 

なやみごと相談 

行政相談 

老人大学一般教養講座 

スキー・スノーボード教室 

コマ回し・羽根つき大会 

古文書講座（第１回） 

古文書講座（第２回） 

母子相談 

フクちゃん読書の日 

もち麦体験ツアー「もちむぎゅっとな一日」 

ヤマモトダコンサート 

図書館 

サルビア会館 

エルデホール 

田原小学校グラウンド 

鈴ノ森神社 

鍛治屋地区 

エルデホール 

神積寺 

 

サルビア会館 

 

文化センター 

若杉高原おおやスキー場 

第１体育館 

歴史民俗資料館 

歴史民俗資料館 

サルビア会館 

 

町内各所 

エルデホール 

図書館 

社会福祉協議会 

商工会 

住民生活課 

柳田國男・松岡家記念館 

鍛治屋区 

社会教育課 

神積寺 

住民生活課 

社会福祉協議会 

総務課 

文化センター 

第１体育館 

第１体育館 

歴史民俗資料館 

歴史民俗資料館 

健康福祉課 

 

農林振興課 

エルデホール 

　福崎町観光協会では、柳田國男ゆ
かりの鈴ノ森神社と学問の神様・菅
原道真を祀る北野天満神社を結ぶ 
「学問成就の道」のＰＲパンフレッ
トを作成しました。 
　これを記念して、合格祈願に「学
問成就の道」を巡って松岡家五兄弟
石像のフロッタージュ・ラリーを完
成させ、志望校などに合格した方に、
もち麦どら焼きをもれなくプレゼン
トします。 
 

＜もち麦どら焼き応募方法＞【応募期限：３月３１日】 
①受験前に「学問成就の道」を巡ってフロッタージュ・ラリー
を完成させます。（用紙は柳田國男・
松岡家記念館で配布） 
②合格発表後、アンケート（観光協会
事務局で配布）に記入し、完成した
用紙とともにもちむぎのやかたに
持参します。 

１５ 

「学問成就の道」沿いにある松岡家五兄
弟石像の台には桜のマークが刻まれて

います。これ
に紙をあて鉛
筆でこすると、
ある文字が浮
かび上がりま
す。すべての
石像を回ると
５文字の言葉
になります。 

（福崎町観光協会） 

フロッタージュ・ラリーって？ 

詳しくは、福崎町観光協会ホームページを 
ご覧ください。 

福崎町観光協会 検索 

どら
焼き3

個プレゼント
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福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

今年もみなさまにとって　健康でいきいきとした1年でありますように… 
　　　　唄おう　踊ろう　食育サンバ!!

１６ 

　人間の身体は水･タンパク質・脂肪･骨から構成されていますが、これらのバランスが崩れると、肥満･浮

腫などから、さまざまな慢性疾患へ移行することがあります。この検査で体内成分のチェックを行い、こ

れからの健康づくりや介護予防に役立てましょう。 

　検査は、接触電極を両手に握り、素足で足用電極の上に立つだけの簡単な検査です。ぜひこの機会に測

定しましょう。 

あなたの筋肉量や脂肪量のバランスは… 
体内成分バランスのチェックを行いましょう 募集 募集 募集 

時　間　９：３０～１１：３０　１３：００～１５：００ 
対象者　小学生以上の方ならどなたでも 
分析項目　・フィットネススコア　・筋肉タイプ　・体水分量　など 
服　装　着衣のまま、裸足になって測定します。 
費　用　無料 
申　込　1月１９日（月）までに保健センターへ（電話可） 
　　　　（受入人数に限りがありますので、お早めに連絡ください。） 

月日 

場所 

1月24日（土） 

第１体育館 

1月26日（月） 

保健センター 

参加者募集 あすへの健康教室 

　糖尿病について、学んでみま
せんか。血糖値が気になるあな
たも、健康に自信のあるあなたも、
みんなでいっしょに楽しく学び
ましょう。 
■対象者 
　どなたでも（特に健診等で血
糖値に注意するよう言われた方） 
■参加費 
　無料（調理実習は実費を徴収） 
■申　込 
　１月２０日（火）までに保健セン
ターへ (電話可) 
※この教室は「健康づくりポイ
ント」の対象教室です。 

■日程等 

回 実施日 講師（場所） テーマ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

１月２９日（木） 

午後 

《講義》糖尿病の基礎知識 
　　　　～まず始めに敵を知ろう！～　 
糖尿病にならないために知っておきたいこと 

《栄養講座（調理実習）》食生活で、いきいきと 
健康の基となる食事について、もう一度 
考えてみませんか 

《運動講座（トレーニング）》食べた分を 
消費せよ!!　運動にチャレンジ 
運動を体験！これならあなたも、継続できる 

《ハイキング》糖尿病なんかこわくない!! 
　　　　　　　Let's 棒棒ウオーキング 
健康づくり仲間と春のふくさきをハイキング 

《閉講式　個別相談》これから始まる健康づくり 
糖尿病にならないため、あなたならどうしま 
すか？自分に合った方法を見つけましょう 

２月２０日（金） 

１０：００～１４：００ 

３月１１日（水） 

１３：３０～１５：００ 

３月２０日（金） 

１０：００～１４：００ 

３月２７日（金） 

１３：３０～１５：００ 

神崎郡医師会　医師 

　　［保健センター］ 

町栄養士 

　　［保健センター］ 

町体育指導専門員 

　　　［第１体育館］ 

町体育指導員 
保健センター職員 
　　［保健センター］ 

町栄養士 
町保健師 
　　［保健センター］ 

今年のテーマは… 

「今なら間に合う！　 
　　　　糖尿病予防」 



保健センターだより 

１７ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳6か月児健診 

一般希望者 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２６.１月生まれの児 

H２６.１０月生まれの児 

Ｈ２６.９月生まれの児 

Ｈ２６.３月生まれの児 

H２５.５・６月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

１/１３（火） 

月～金 

１/１３（火） 
 

１/１３（火） 

１/２８（水） 

１/２０（火） 

１/２８（水） 

１/２１（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター1月定例行事予定 

＊二種混合・三種混合・四種混合・日本脳炎・ポリオ・ヒブ・
小児用肺炎球菌・水痘予防接種は、接種間隔に気をつけま
しょう。 
＊麻しん風しん混合（MR）予防接種は、接種期間が１年間で
す。忘れず早めに接種しましょう。 
　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児） 
＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受けまし
ょう。 

予
防
接
種 

　こころの健康について考えるフォーラムを行い
ます。多くのみなさんのご来場をお待ちしていま
す。 
日　時　２月７日（土） 
　　　　１３：４５～１５：４５（受付１３：００～） 
場　所　文化センター　大ホール 
内　容 
　（１）基調講演 
　　　　健康を保つために　知ろう！！　 
　　　　　こころの声と身体の反応 
　　　　～不眠・アルコール・うつ病の関係～ 
　　　　講師：兵庫県精神保健福祉センター　所長 

酒井ルミ 
　（２）シンポジウム　～地域で支えあうこころの健康～ 
　　　　座長　兵庫県中播磨健康福祉事務所　所長 

仲西博子 
　　　　シンポジスト 
　　　　　内科医の立場から　　神崎郡医師会 会長　松岡伸二   
　　　　　精神科医の立場から　姫路北病院 副院長　岸　睦久   
　　　　　薬剤師の立場から　　姫路薬剤師会 理事　住谷庸子   
　　　　　当事者の立場から　　姫路断酒会 会長　　赤松　繁  
主　催　兵庫県中播磨健康福祉事務所（福崎保健所） 
共　催　神崎郡医師会・姫路薬剤師会・福崎町・市川町・神河町 
　　　　（公財）兵庫県健康財団中播磨支部 
問い合わせ先　兵庫県中播磨健康福祉事務所 
　　　　　　　（福崎保健所）地域保健課 
　　　　　　　　２２－１２３４ 

こころの健康フォーラム 開催 
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昨
年
秋
に
毎
年
恒
例
の
ケ
ア
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ん
ざ
き
の
地
域
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
生
涯
学
習
サ

ポ
ー
ト
兵
庫
理
事
長
の
山
崎
清
治

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
『
子
ど
も
の

個
性
を
育
む
子
育
て
を
学
ぼ
う
』

と
題
し
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
山
崎
さ
ん
は
、
『
遊
び
の
中
で

子
ど
も
の
も
つ
力
が
育
ま
れ
る
』

と
い
う
信
念
を
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

で
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
お

話
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
ご
講
演
の
中
で
『
共
感
』
に
つ

い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
子
ど
も
が
お
父
さ
ん
に
「
公

園
に
行
っ
て
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し

よ
！
」
と
誘
っ
た
と
き
、
大
人
は
、

子
ど
も
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し

た
い
の
だ
と
思
い
が
ち
で
す
。
で

も
実
は
、
子
ど
も
は
お
父
さ
ん
と

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
通
し
て
共
感

し
た
い
の
で
す
。 

　
子
ど
も
は
特
に
遊
び
を
と
お
し

て
、
楽
し
い
気
持
ち
を
相
手
と
共

感
し
た
い
の
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
「
い
ま
は
公
園
に
は
行
け
な

い
か
ら
、
家
で
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ

う
！
」「
お
父
さ
ん
、
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
は
で
き
ひ
ん
か
ら
、
公
園

で
砂
遊
び
し
よ
か
！
」
で
も
い
い

の
で
す
。
遊
び
の
内
容
よ
り
も
、

子
ど
も
と
一
緒
に
共
感
で
き
る
時

間
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
大
人

に
な
り
た
い
で
す
ね
。 

　
ま
た
、
子
ど
も
の
『
役
割
』
の

お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
人
か
ら
感

謝
さ
れ
る
、
あ
り
が
と
う
と
言
わ

れ
る
と
い
う
経
験
を
通
じ
て
、
子

ど
も
の
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い

う
思
い
が
育
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
誰
か
の
役
に
立
つ
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
分
の
居
場
所
を
作

ろ
う
と
し
て
い
き
ま
す
。 

　
一
方
、
私
た
ち
大
人
は
、
子
ど

も
の
気
持
ち
な
ど
お
構
い
な
し
に

お
手
伝
い
な
ど
の
役
割
を
一
方
的

に
与
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
役
割
を
上
手
に
こ

な
す
こ
と
だ
け
が
大
切
な
の
で
は

な
く
、
子
ど
も
が
自
分
で
考
え
、

悩
み
ぬ
い
て
自
分
で
役
割
を
見
つ

け
て
こ
そ
、
子
ど
も
の
力
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
子
ど
も
が

自
分
で
役
割
を
見
つ
け
ら
れ
る
ま

で
見
守
り
、
支
え
る
こ
と
が
で
き

る
大
人
で
い
た
い
で
す
ね
。 

　
今
回
の
お
話
は
、
子
ど
も
へ
の

関
わ
り
と
い
う
切
り
口
で
し
た
が
、

人
が
人
に
関
わ
る
と
き
に
大
切
な

視
点
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
私
た
ち
大
人
も
含
め
て
、
こ

の
地
域
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関

わ
り
、
共
感
し
役
割
を
担
い
な
が

ら
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
え
る

講
演
会
で
し
た
。 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第２デイサービスセンター 
在宅介護支援センター 
障害相談支援センター 
ホームヘルプステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

編集・発行/福崎町広報委員会　〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116番地の1　TEL0790○0560 FAX0790○0687　印刷/中井綜合印刷㈱ TEL0790○0300２２ ２３ ２２ 

町民のうごき 

平成２６年１１月末現在 

７，３６０世帯 
９，３５２人　 
６５人　 
９人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６１３人 
１０，２６１人 

３９人 
１２人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

１８ 

　
鈴
ノ
森
神
社（
　
川
）と
北
野
天
満
神
社（
北
野
）

を
結
ぶ
「
学
問
成
就
の
道
」
の
Ｐ
Ｒ
冊
子
を
観
光

協
会
が
作
成
し
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
片
手
に
、

さ
あ
、
話
題
の
ス
ポ
ッ
ト
へ
！
ぜ
ひ
一
度
歩
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。（
関
連
記
事
１５
ペ
ー
ジ
） 

　
今
年
も
「
広
報
ふ
く
さ
き
」
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 （

福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
神
崎
郡
内
の
犯
罪
予
防
と
学
童
の
見
守
り
活
動
を
目
的
と
し
て
、
福

崎
防
犯
協
会
が
、
企
業
、
団
体
、
個
人
の
み
な
さ
ん
か
ら
賛
助
金
を
い

た
だ
き
、
主
要
な
交
差
点
１０
か 

所
に
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
２０
台
を 

設
置
し
ま
し
た
。 

　
カ
メ
ラ
の
映
像
は
、
県
が
定 

め
た
基
準
に
も
と
づ
き
、
プ
ラ 

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
適
正
に 

運
用
さ
れ
、
今
後
、
安
全
・
安 

心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活 

用
さ
れ
ま
す
。 

１２月７日に行われた設置式のようす（福崎町役場　駐車場） 


